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東京都多摩川で採集したケシマルムシ属の一種について
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A faunistic note on a species of the genus Sphaerius Waltl, 1838 (Myxophaga, Sphaeriusidae) 
collected from Tamagawa river, Tokyo Metropolis, central Honshu, Japan
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4亜目からなる鞘翅目の 1亜目ツブミズムシ亜
目 Myxophagaは，体長 0.5～ 3 mm程度の微小種
ぞろいで，構成種も世界で 4科 12属 100種程度と，
膨大な種数で構成される甲虫にあってはナガヒラ
タムシ亜目に次ぐ小さな分類群である．
日本におけるツブミズムシ亜目の既知種は，ツ
ブミズムシ科 Torridincolidaeのクロサワツブミズ
ムシ Satonius kurosawai (M. Satô, 1982)1種のみであ
る．また，酒井（2001）の記録を嚆矢として，ケ
シマルムシ科 Sphaeriusidae唯一の構成属 Sphaerius
（種未決定種）が過去に数回記録されている．中根
（1983）および森本（1986）によれば，ほかにデオ
ミズムシ科 Hydroscaphidaeが非公式に記録されて
いる．
筆者らは，多摩川中流域の水生昆虫を調査する
過程で，ケシマルムシ科の一種 Sphaerius sp.（体長
約 1 mm）の生息を確認しているので報告する．今
回，得られた個体の種までの同定はできなかった
ため，属の記録に留める．未記載種の可能性も排
除できないと考えられるので，専門家による今後
の研究に期待したい．

2exs., 東京都昭島市拝島町（多摩川河川敷）, 11. 
X. 2010，松原採集 ; 18exs., 同地， 24. X. 2010, 松原・
亀澤採集 , 保管．

礫河原の水際から 30 cm程度の陸域で，こぶし
大の石の下面または裏面に静止している個体を確
認した．表面の石を取り除き，砂利が混じった礫
地に浅い穴を掘ると水が溜まるような状況下で，
水たまり周辺の石の隙間に水を流す採集法が有効
だった．このようにすると，水たまりの水面に浮
いている個体を発見することができた．また，採
集時，水面に浮かんだ個体の一部に上翅を広げる
行動が観察された．Sphaerius sp.が見られたのは河
原の一角だけで，個体密度も高くはなかった．
実体顕微鏡レベルでは，以下のような特徴によっ

て，他科とは容易に区別される．1)体長は 0.5～ 1.2 
mm．黒色で，体は半球状，体表は滑らかである，2)
上翅は強く膨隆し，腹部を完全におおう，3)触角
は球稈をつくり，球稈部に長毛が疎生する，4)後
胸腹板がきわだって広く，後脚基節は幅広く，著
しく発達した後脚基節板と連続する，5) 腹節は見
かけのうえでは 3節からなり，中央の節は幅が狭い，
6)後翅は発達し，翅脈は退化傾向にあるが，矩形
室は目立ち，長い縁毛を有する．
走査型電子顕微鏡（SEM）による観察も行ったので，
特徴的と考えられる点を以下にいくつか列記する．

図1．多摩川におけるSphaerius sp. の生息環境．

 図2．水たまり採集法の状況．



26 さやばね ニューシリーズ　No. 6

SAYABANE N. S. No. 6June 2012

本属の触角は 11節，その球稈部は 3節からな
るとされるが（Matthews, 1899; Hall, 2000; Beutel, 
2005），多摩川産の種では球稈部に 4節を数えるこ
とができた（第 8−11節）．また，触角の第 1節はご
く小さく，第 2節の背面に合着して瘤状突起のよう
に見える点で，典型的な本属とは触角の節構成がや
や異なっているように見受けられた．第 2節の背面
中央には 3列の棘状突起がほぼ平行している構造が
認められた．この構造が何のために存在しているの
かについては不明だが，触角の感覚毛に付着したゴ
ミをしごいて取り除くなど，物理的な機能にかかわ
るものと想像される．第 3節はほかの節に比べて極
端に長く，第 4−7節はごく小さい．
また， 節は 3節からなり，各節や爪に長毛が
まつわりつくため観察はしにくいものの，基部の
第 1−2節は短く，先端節は長い．外部形態から雌
雄の区別はできなかった．

Sphaerius属は，ヨーロッパに広く分布する
Sphaerius acaroides Waltl, 1838をもとに創設された
属である．体長 0.75 mmと非常に微小で，肉眼で
はある種のダニのように見えることから「ダニの
ような，＝ acaroides」と命名されている．世界か
らはヨーロッパをはじめ，アジア，北～中央アメ

リカ，マダガスカル，オーストラリア，アフリカ
から 20種ほどが知られ，旧北区からはヨーロッ
パ，アルジェリア，チュニジア，イスラエル，イ
ンド，ネパールなどから8種が記載されている（Löbl, 
1995, 2003; Beutel, 2005）．種名が決定されていない
記録があるのは日本だけでなく，近隣では中国か
らも報告されている（Hall, 2003）．
日本における Sphaerius属のこれまでの記録を整

理すると，本州の栃木県（大桃ら , 2008），埼玉県
（新井 , 2011），今回の東京都，四国の愛媛県（酒井 , 
2001）から確認されている．これらがすべて同一
種であるかどうかは不明である．また，本属は微
小なだけに，精査が行われれば，各地で見つかる
可能性が高いと予想される．
なお，Sphaeriusは二枚貝類の 1属名 Sphaerium

に先取されているとして一時 Microsporusの名が
当てられており，日本ではこの属名でも記録され
ているが，ホモニムには当たらないとして現在
Sphaeriusは復活しているので (Jäch, 1999; ICZN, 
2000)，注意が必要である．これにともない，科名
に関しても Sphaeriidaeまたは Microsporidaeから
Sphaeriusidaeとなっている．
最後になったが，本稿を草するにあたり，SEM

図3．多摩川産Sphaerius sp.の全形と後翅（A: 背面；B: 腹面；C: 左後翅, v3: 後胸腹板, mcpl: 後脚基節板, o: 矩形室）．
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による観察・撮影に協力してくださった野村周平
博士（国立科学博物館），有用な情報をくださった
吉富博之博士（愛媛大学ミュージアム）に心より
お礼を申し上げる．
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図4．多摩川産Sphaerius sp.の触角と 節（A: 右触角；B: 球稈部；C: 触角第2節の棘列状構造；D: 右前脚 節．
　　※数字は節数を示す）．


